
第 90号 ね りまの文化財 平成 26年 (2014)1月
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「ね
り
ま
座
」
公
演
は
、
年
に

一
度
開
催

す
る
練
馬
区
の
郷
土
芸
能
の
祭
典
で
す
。

当
日
は
、
練
馬
区
内
で
現
在
も
活
動
し
て

い
る
囃
子
連
の
中
か
ら
４
団
体
が
出
演
し
て
、

各
地
域
で
受
け
継
が
れ
て
き
た
囃
子
を
披
露

し
ま
す
。

ま
た
、
毎
年
、
関
東
近
県
か
ら
お
招
き
し

た
郷
土
芸
能
団
体
の
グ
ス
ト
出
演
も
あ
り
ま

す
。今

年
度
も
、
今
年
２
月
に
下
記
の
と
お
り

開
催
し
ま
す
の
で
、
皆
さ
ま
お
誘
い
あ
わ
せ

の
う
え
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

■
日
時
　
平
成

２６
年
２
月
９
日

（日
）

午
後
１
時
～
５
時

（午
後
０
時

３０
分
開
場
）

■
会
場
　
練
馬
区
立
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

（練
馬
区
豊
玉
北
６
‘
８
ｉ

）

■
出
演
　
中
村
囃
子
連

仲
若
囃
子
連

富
士
見
台
囃
子
保
存
会

関
町
囃
子
保
存
会

（客
演
）
小
鹿
野
子
ど
も
歌
舞
伎

【埼
玉
県
秩
父
郡
小
鹿
野
町
よ
り
】

■
定
員
　
３
０
０
４

（先
着
順
）

■
費
用
　
入
場
無
料

■
申
込
　
当
日
会
場
で
受
付
け

■
お
問
合
せ
は
、
練
馬
区
役
所

。
伝
統
文
化

係
ま
で

T176-8501 練
馬
区
文
化
財
保
護
推
進
員
制
度
は
、
練

馬
区
文
化
財
保
護
条
例
に
基
づ
き
、
昭
和

６３

年
に
設
置
さ
れ
ま
し
た
。
１２
名
の
方
を
委
嘱

し
て
お
り
、
任
期
は
２
年
で
す
。

【活
動
内
容
】
①
区
内
を

１２
に
分
け
た
担
当

地
域
を
巡
回
し
、
文
化
財
の
現
状
確
認
や
文

化
財
保
護
の
普
及

・
啓
発
活
動
を
行
う
。
②

伝
統
文
化
係
が
実
施
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
文
化

財
関
係
事
業
に
協
力
し
、
文
化
財
保
護
の
重

要
性
を
区
民
に
伝
え
る
。
③
こ
れ
ら
の
活
動

の
内
容
や
結
果
を
、
年
に
３
回
開
催
さ
れ
る

推
進
員
連
絡
会
で
伝
統
文
化
係
に
報
告
す
る
。

【任
期
】
平
成

２６
年
４
月
１
日
～

２８
年
３
月

３‐
日

【募
集
す
る
担
当
地
域
】
①
旭
丘
・
小
竹
町

・

栄
町

・
羽
沢

・
豊
玉
地
区

ｏ
桜
台

・
練
馬
の

地
域
　
②
中
村
地
区

・
向
山

二
貝
井

上
局
松

１
～
４
丁
目
の
地
域
　
以
上
２
地
域

【謝
礼
】
月
額
五
千
円

【募
集
人
員
】
２
名
（選
考
）

【申
込
み
】
文
化
財
の
保
護
と
活
用
に
つ
い

て
の
考
え

（
６００
字
以
内
、
様
式
自
由
）
、
お

よ
び
①
住
所
②
氏
名
（ふ
り
が
な
）
③
年
齢
④

電
話
番
号
⑤
略
歴
⑥
文
化
財
関
連
の
活
動
実

績
を
記
入
の
う
え
、
１
月

２４
日
（必
着
）
ま
で

に
伝
統
文
化
係
の
窓
口
ま
た
は
郵
送
で
提
出

【提
出
先
】
伝
統
文
化
係

（区
役
所
本
庁
舎

練
馬
区
豊
玉
北
６
１
１２
‐
１

０

３

（
５

９

８

４

）
２

４

４

２

練 馬 区
地 域 文 化 部

文化・生涯学習課

伝 統 文 化 係

丁176-8501

練馬 区豊玉北 6121
TEL 0 3(5984)2442

文
化
財
保
護
推
進
・員
を

募
集
し
ま
す


